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事業者ロゴ
事業者名：株式会社東京バル
所在地 ・ 担当者アドレス：茨城県 ryoko.Tsutsui＠easyvegan.jp

１ 取組の概要

スーパー
などの
小売店
・メーカー

TOKYOBAL ＜これまで開発してきたプラントベース食品（一部）＞

各企業が “リソース不足”や“製造ラインが決まってしまっている”などで取り組めていなかった課題を
弊社の強みである「開発力」と掛け合わせて協業。廃棄コストを削減し、新たな価値を生み出す。

「KAWAÌINE～皮いいね～」社会課題解決に資する
アップサイクル＆プラントベース食品で、ダイバーシティーフードを確立し世界へ。

「皮までまるごと栄養摂取」をテーマにし
たナチュラル・ヘルシーブランドを年内リ

リース予定。
SDGｓに取り組みたい事業者サイドと
まだリテラシーが高くない消費者のキャ
ズムを超えることを狙いとし商品設計を

行う。 ▶国外は米国・スイス・シンガポール・ドバイで
のテストを実施中



F o o d  T e c h  O p e n  I n n o v a t i o n  S e m i n a r  E v e n i n g  P i t c h

農林水産省  大臣官房  新事業・食品産業部  新事業・国際グループ  補助事業  フードテックビジネス実証支援事業 2

２ ビジネスモデル

2000

そのほか、ケール・大根・キャベツ・
ビーツ・りんご

などの残渣を用いた製品を企画・開発中

現状弊社ですでに連携し取り組んでいる残渣は10種類以上。

農水省によると食品ロスのうち78％が加工残渣といわれており本事業によりこ
れらの加工残渣削減が期待される。
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３ 提案（Proposing）

茨城から世界へ

私たちの技術ノウハウを以て

世界への拠点づくりを

行っていきます。
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